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１．コスモ・バイオと
ライフサイエンス（生命科学）研究
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医療・創薬の
発展

生命現象の解明

ライフサイエンス研究とは

生命現象の複雑なメカニズムを解明し、

その成果を医療・創薬の飛躍的な発展や

食糧・環境問題の解決などに繋げること

食糧・環境
問題の解決

ライフサイエンス研究の主な例：iPS細胞

iPS細胞
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ライフサイエンス研究とコスモ・バイオ

コスモ・バイオの取扱い商品

ピペット / チップ

チューブ / 試験管

プレート / 細胞 / 培地 etc...

コスモ・バイオは、大学や公的研究機関・企業に所属するライフサイエンスの研究者に対して、

実験に用いる様々な試薬や消耗品、機器、受託サービス等を販売しています。
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・ 社員の多くがライフサイエンスの分野で修士・博士号を取得

・ 実際の研究の経験に基づいた深い理解

コスモ・バイオの強みの源泉

専門知識に基づくニーズ把握と解決力 顧客信頼とビジネス成長

・ 優れた製品の目利き

・ 顧客ニーズの的確な把握

・ トラブルへの

迅速な技術サポート

・ 模倣困難な専門知識により

学術的な信頼関係を構築

・ 長期的かつ安定した

パートナーシップを形成

専門性に基づく顧客との信頼関係が、コスモ・バイオの持続的な成長を支えています。



2．会社概要
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連結子会社 ：

非連結子会社 ：

社 名 ：コスモ・バイオ株式会社

本 社 ： 東京都江東区

設 立 ： 1983年8月25日

資本金 ： 918百万円 

従業員数 ： 連結：182名（2025年12月31日時点）

会社概要
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コスモ・バイオの沿革

1983年： 丸善石油㈱の子会社として

丸善石油バイオケミカル㈱を設立

1986年：

コスモ・バイオ㈱に社名変更

2000年：MBOにより

コスモ石油㈱から独立

2004年：COSMO BIO

USAを米国に設立

2005年：

ジャスダック

証券取引所へ上場

2006年：

㈱プライマリーセル

を子会社化

2010年：

ビーエム機器㈱

を子会社化

2016年：

㈱プロテインテック・

ジャパンを設立

試薬・機器商社

海外展開

メーカー機能

試薬商社

海外展開

メーカー機能

試薬商社

海外展開
試薬商社
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コスモ・バイオの沿革

2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024

売上高は堅調に推移

コスモ・バイオ

69%

ビーエム機器

18%

COSMO 

Bio USA

13%

売上構成比（2025年）

2024年：創業以来初となる

売上高100億円達成

…

※グループ内取引で一部連結消去があります。
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サービス・商品を

独自に開発

迅速な

物流サービス

適時的確に

商品情報を提供
豊富な品揃え

コスモ・バイオの強み

商品力 情報力 物流 技術力
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免疫染色、ウエスタンブロット、

in situ hybridization...

哺乳類、魚類、両生類、

昆虫、植物、ウイルス...

タンパク質、DNA / RNA、

細胞、組織、個体...

商品力と技術力で研究者の多様なニーズに対応

仕入れ販売だけでは

充足できないニーズに対し、

自社での製品開発ならびに

受託サービスの提供

研究者の多様なニーズに応えるため、

約500のサプライヤーから

1,000万を超える多くの商品を取扱い

技術力

商品力

評価
対象

研究
対象

実験
手法

研究者の研究は多岐にわたる...



12©  Cosmo Bio Co., Ltd.

適時的確な情報提供と適切な法令対応

ライフサイエンス研究用試薬に求められる

特有の法令対応や厳重な温度管理により、

高い品質を保ちながらも

研究者が利用しやすいようサポート

物流

研究者が探している商品をすぐに

見つけられるよう、的確な情報を

多様な媒体で提供

情報力

Web 展示会

ニュース カタログ類

毒劇法

カルタヘナ法
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コスモ・バイオの事業のコア；

研究者のニーズと仕入先の商品（シーズ）をマッチングさせること

商品を探す時間を
実験に充てたい。。

今の実験をもっと
スピーディにしたい。。

ニ
ー
ズ

研究者にアプローチ
できていない。。

研究者のニーズを
拾い上げられない。。

シ
ー
ズ

商品力 情報力 物流 技術力

研究者 サプライヤー
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研究者の持つ検体を

委託先の受託会社で

評価し、結果を送付

事業構成

試薬の輸入商社を中心に据えつつも、ライフサイエンスを軸に
多面的に事業を展開しております。

受託サービス

自社製造

札幌事業所にて

独自の製品を研究開発

新規ビジネス

ライフサイエンスの知見

を活かし、新奇性の高い

事業に継続的に挑戦

海外輸出

国内の有望な商品を

海外の研究者へ販売
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ビジョン：ライフサイエンスの力で次代の価値を共創する

脚注

ライフサイエンスに根差した価値共創プラットフォーム

サプライヤー

代理店

研究者

従業員

株主

社会

・ 健康を促進させるヘルスケア製品やサービス

・ 食品関連の自社製品/サービスによる食糧問題解消

・ 新規 / 高付加価値な医薬品等の原料の供給

・ ライフサイエンスに関わる教育支援や
地球環境改善につながる活動で次世代への貢献

社会課題の解決を通して
自社への誇り、成長を実感

社会課題の解決を
通した企業価値向上

研究成果と社会課題がマッチする
より広い分野・地域に価値を提供

研究成果とその応用

開発・販売機能を
共同で強化

サプライチェーンの
最適化
ラインナップ拡充

高品質なプロダクト/サービスや
適時的確な情報の提供

コスモ・バイオ
グループ

ステークホルダー

提供価値・創出価値

ウェルビーイング

サステナビリティ
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当社グループの目的、ビジョンおよび方針

生命科学 (ライフサイエンス) の進歩に資する

ライフサイエンスの力で次代の価値を共創する

1. 研究成果の創出を加速させ、社会課題解決に貢献する

2. 信頼できる情報・知見を、世界の研究者と社会へ届ける

3. 挑戦と共創を通じて、やりがいと生きがいを実現する

グループの目的

ビジョン

グループ方針
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2025

売
上
高

ビジョンへの転換

・・・

Global Life Science Company

海外輸出

国内試薬商社

新規事業

国内の試薬商社中心の企業体から、

海外輸出事業や新規事業等を強化し新たな企業体への変革を目指します。



3．中期経営計画２０２８と
5つの重点戦略
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ビジョンと現状のギャップから5つの重点戦略を策定

ギャップ分類 内容

営業 / 
マーケティング

個々人の経験や勘に依存し、
マーケティング活動や

ポートフォリオ管理が不十分

ビジネス
モデル

海外サプライヤーからの
仕入れが中心で、供給安定性や

価格決定力に欠ける

事業エリア
物流、システム、法規制対応、
言語等が日本国内向けに

最適化され、海外展開には不適

経営管理
現状のビジネスモデルや
事業エリアを前提とした

組織構造や管理体制となっている

戦略

 1. ポートフォリオ
 の転換

2. マーケティング
機能の進化・強化

3. 新規事業の本格展開

4. グローバル販売の強化

5. 事業運営の最適化・強化
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5つの重点戦略の概要

戦略 内容

1. ポートフォリオの転換
収益性や成長性の高いサプライヤー・商品の取り扱いを増やし続けられる、

機動的なポートフォリオマネジメント体制を確立する

2. マーケティング機能

の進化・強化

データに基づくマーケティング機能を強化することで、

バリューチェーン全体で顧客価値の最大化をはかる

3. 新規事業の本格展開
現在の中心事業である試薬・機器の商社に加え、Scientist3や

鶏卵バイオリアクター、ヘルスケアサイエンスといった新規事業を本格展開する

4. グローバル販売の強化
海外向けの商品ラインナップを拡充し、各地域の法令対応の体制の確立に加え

グローバルでの認知拡大により研究者だけでなく一般消費者へと販路を拡大

5. 事業運営の最適化・強化
事業運営を支える人事、IT、財務の各機能について、

持続的な成長に対応できるよう最適化と強化をはかる
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企業価値向上としての視点（ROE、CoE）

CoEROE

新規ビジネス創出による
収益源の拡大

IT活用による
商社ビジネスのグローバル化

株主還元の強化
バランスシートの最適化

ステークホルダー
エンゲージメントの強化

PBR1倍以上の達成 ÷＝対応する戦略や取り組み

個人投資家向け会社説明会、IRフェアなど
継続的にステークホルダーとの対話を強化

継続的な配当の強化や自己株式の取得を実施
重点戦略⑤を通して引き続き強化予定

重点戦略②および④を通して、
データを利活用しながらグローバル販売を強化

重点戦略③を通して、収益化時期や市場規模などの面で
互いに補い合える新規事業を企画し、収益化に向け投資中

※ 2024年8月に開示の「資本コストや株価を意識した

経営の実現に向けて」において定めた取り組み
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各重点戦略の取り組み概要

①：ポートフォリオの転換
②：マーケティング機能の進化・強化

・ 売上分析および研究予算や市場動向を分析し、

注力する商材領域の選定とその販促強化

・ オンラインとオフライン双方での顧客接点強化

・ 新規事業の企画時および販促時の情報収集、データ分析

③：新規事業の本格展開

・ ブラゼインの販売に向け、精製技術の検討および安全性試験

・ 鶏卵バイオリアクター技術で継続的に新規タンパク質にトライ

・ Scientist3の稼働開始、展示会等でのPRにより初受注を目指す

・ 原料のニーズ探索および候補サプライヤー / 候補商材の調査

④：グローバル販売の強化

・ CRMの導入による営業/マーケそれぞれの機能強化と連携強化

・ ウェブサイトおよびEC機能の拡充による売上拡大

⑤：事業運営の最適化と強化

・ 商品DB、検索システム等の仕様改善

 ・ 次世代の基幹システムやDBへの入れ替え、構築等に向けた検討

 ・ 人事業務の外部サービス活用による労務業務の効率化

 ・ 新人事評価制度の運用開始と定着促進オレンジ：将来的な成長に向けた投資
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Scientist3事業

＜国内研究者＞

• 1つの契約書で世界中のサプライヤーの
サービスを利用可能

• 支払いを一括にまとめることができる

契約締結 契約締結

＜サプライヤー＞

• 1つの契約書で複数の研究者と取引可能

• 多数の研究者に対してサービスを紹介する
ことが可能

サプライヤー国内研究者
Scientist3上で簡単見積/発注/請求/一括支払

＜当社＞

• 既存の受託仲介サービスに加え、オンライ
ンプラットフォーム型でサービスを提供す
ることで、最適なサプライヤー探索を支援

• 当社の顧客基盤を活かし立ち上げを加速

ビジネスモデル概要

今後の展望：

当社の顧客基盤・サプライヤーネットワークを活かした登録ユーザー数の増加、機能拡充、マッチング精度の向上などに取り組み、
2028年までに日本国内での受託サービスプラットフォーマーとしての地位を確立する。

Scientist3：受託サービスの需要拡大を受け、世界のサプライヤーと国内研究者をつなぐ、受託サービスマッチングプラットフォーム
（2025年10月ローンチ）

サイエンティストキューブ
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鶏卵バイオリアクター事業

遺伝子組換えニワトリ

目的とするタンパク質を、安く大量に生産

ゲノム編集技術を用いて、
遺伝子組換えニワトリを作出

卵白に有用タンパク質を
大量に含んだ卵を
産ませる技術

産総研・農研機構との共同研究により、遺伝子改変ニワトリ
の作製に成功。目的タンパク質の遺伝子を持つニワトリの
作出が可能に 

独自の遺伝子改変技術

ニワトリの高い産卵能力により、ヒト由来タンパク質に近い
構造や機能をもつ組換えタンパク質を含む卵が毎日産まれる

「欲しい」タンパク質の大量生産が可能

他の生産方法（培養細胞や遺伝子組換え生物等）と異なり、
一般的な養鶏施設や確立された飼育技術で生産可能

低コスト生産が可能

1

2

3

鶏卵バイオリアクター事業の概要と特長
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鶏卵バイオリアクター事業

ユーザー

消
費
者タンパク質の生産依頼

原材料として供給

原材料として
供給することで
持続的に収益獲得

メーカー

医薬品
化粧品
食品

化学品等

コ
ス
モ
・バ
イ
オ

アカデミア共同研究の実施
アカデミアの有する知見

×
鶏卵バイオリアクター

社会課題解決型
新規市場の創出

食品添加物
産業用酵素
バイオ医薬品原料
機能性食品成分
工業用素材
高機能化粧品原料

本事業のビジネスモデル

・ 既存の代替甘味料に比べ、

強い甘味と高い耐酸性、耐熱性

・ 天然物由来のため高い安全性

概
要

・ 天然に存在するものの、大量生産が困難

→鶏卵バイオリアクターを用いることで、

安全に大量生産が可能となった

・ 加工に適していることを活かし、

飲料や乳製品等へ用いることで

飲料メーカーの製品開発へ貢献

(市場規模予測： >100億円)

・ 機能性や安定性の検証ののち、

食品添加物としての認証を予定

今
後
の
展
望

高機能甘味料「ブラゼイン」への応用
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5つの重点戦略

中期経営計画
2025

中期経営計画2028

2025年 2028年

鶏卵・ネオアンチゲン等

国内の試薬商社事業

（付加価値向上）

原料供給/海外/Scientist3等

+17～25億

+5～10億

+1～3億

売上高

ROE

107億円

3.7%

130 ～ 145億円

5 ～ 8%

中期経営計画2028の目標

ポートフォリオの転換

マーケ機能の進化・強化

新規事業の本格展開

グローバル販売の強化

事業運営の最適化・強化



4．2026年
業績予想 / 配当予想
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通期業績見通し

（金額単位：百万円）
25/12月期
中間実績

26/12月期
中間予想

対前年
同期比

25/12月期
通期実績

26/12月期
通期予想

対前年
同期比

売上高 5,402 5,700 105.5% 10,766 11,400 105.9%

営業利益 276 170 61.5% 343 270 78.7%

経常利益 343 200 58.3% 489 340 69.5%

親会社株主に帰属する

当期純利益
250 130 51.8% 337 220 65.3%

（単位：/USドル） 25/12月期実績 26/12月期予想

平均為替レート 149円 152円
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配当予想

(1株あたり配当額) 中間 期末 合計

2023年 12月期 14円 16円 30円

2024年 １２月期 14円 36円 50円

2025年 12月期 25円 25円 50円

2026年 12月期 25円（予定） 25円（予定） 50円（予定）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

2023年 2024年 2025年 2026年

(予想)

連結配当性向の推移

0
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20
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50

60

70

2023年 2024年 2025年 2026年

(予想)

1株あたり配当額の推移

普通配当

(中間)

普通配当

(期末)

※ 自己株式の取得（2024年8月～2025年7月）および

配当方針の見直しを実施しました。
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サステナビリティの基本的な考え方

ライフサイエンスの研究支援を通して

医療・環境・食糧等の課題解決を行うことは

当社の事業活動そのものであり、

それがサステナビリティの実現にも直結すると考えております。
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サステナビリティの取り組み

重要課題
（マテリアリティ）

内容

Environment

（環境）

・ ChromaJean社ペプチド精製プラットフォームで有機溶媒の使用量と消費電力を削減

 ・ 輸送時のエコ資材の利用推進

・ 産業廃棄物の管理及び処理の徹底

Social

（社会）

・ 産学官連携によるオープンイノベーションの推進

 ・ 生命ロボットコンテスト（iGEM）への継続的な支援

・ Tools for School公開講座応援団の継続実施

Governance

（ガバナンス）

・ 執行役員制度の導入による監督と執行の分離

・ 法令情報の社内外への明確な発信

・ 情報セキュリティ強化（SSO基盤切り替え、ネットワーク機器更新等）



《IRに関するお問い合わせ先》

コスモ・バイオ株式会社 経営企画部

ir-contact@cosmobio.co.jp

《当社IRサイト》

https://www.cosmobio.com/jp/ir/

（ご注意）

本資料に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略などのうち、歴史的事実で

ないものは、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づいて作成した

ものであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が

あります。いかなる確約や保証を行うものではありません。
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